病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


平成29年4月6日(木)　　　　　司会：藤田　タイ子　記録：土橋　美星子

	東
	藤原(香)
	西山
	藤田
	清川
	川守田
	土橋
	新山

	公休
	準夜
	深夜
	○
	欠勤
	公休
	○
	○

	金子
	横町
	小屋敷
	加藤
	原子
	
	
	

	深夜
	公休
	公休
	準夜
	○
	
	
	


※出席者は記録者が印を付ける。
出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。
＜連絡事項＞

・精神科医会講演会(テーマ　発達障害　AD/HD)を５月１２日（金）18：45から八戸パークホテル２F「メイプルホール」にて行います。申し込み〆切りは4/28(金)です。

＜患者様連絡事項＞

・藤井　純子様～本日305号室に入院となっています。

・吉田　光良様～11：00介護認定調査を行っています。介護度が出次第、保険証を持参されるよう妹様へ伝えています。

・水梨　礼子様～4/10(月)8：45～10：00青山荘見学のため、外出となります。

・元沢　政治様～14：00姪様と担当ケアマネージャーが来院され、聞き取り調査を行っています。

　　　　　　　　施設のドアの修理はすでに終了していますが、入所が滞っている理由について、本人の脂質異常症食の対応が困難との事です。4/10(月)に主治医へ脂質異常症食の必要性や程度の確認をし、確認後、姪様へ伝える事にしています。

＜皮膚科診察＞

・水梨　礼子様～両足底にヒビ割れあり、両足底角化症にてウリモックスクリーム塗布が追加となります。ウリモックスクリーム1本、デルモゾールDP軟膏1本処方となります。

・日向端　庸男様～両下腿部に毛包炎あり、エルタシン軟膏塗布が追加となります。

　　　　　　　　　ゲンタマイシン軟膏(旧エルタシン)1本、ヘパリン類似物質油性クリーム1本処方が処方となります。

・井上　和美様～両大腿部に急性湿疹あり、エキザルベ塗布が追加となります。

・松谷　和也様～処置継続。タベジール2T　2×朝夕が本日夕から7日分処方となります。

・高山　英佐様～処置は同内容にて継続となります。エキザルベ1本、デルモゾールDP軟膏1本処方となります。

・三上　勇様～処置継続。ケルガー液1本、デルモゾールDP軟膏1本処方となります。

・畠山　正雄様～処置継続。ウリモックスクリーム1本処方となります。

＜安ヶ平Ｄｒ診察＞

診察の3名全員、指示や処方はありません。

＜馬渡Ｄｒ診察＞

･寺地　啓喜様～幻聴は1日に数回程度との事。オランザピンを増量してから少し減ったとの事です。

　　　　　　　　臨時薬はオランザピンOD(17.5)→(20)へ増量し、本日夕から7日分処方となります。

＜入院患者様情報＞

氏　　名：藤井　純子(ふじい　じゅんこ)様
生年月日：昭和45年11月19日　46歳

性　　別：女性
主病名：双極性障害　　身体合併症：糖尿病　　　担当医：安ヶ平Ｄｒ

担当スタッフ：川守田・清川Ｎｓ／金子ＣＷ

病　室：305号室　　食　事：DM20単位

プログラム：各プログラム導入なし

ＧＡＦ：40点　　　バイタル：１検／週

体重測定：1回／日

継続指示：①便秘時（希望時）：シンラック液服用（10～30滴）

②腰痛時；ロキソプロフェン　1日2回まで

③アレルギー時：タベジール　1回2T
そ の 他：入院期間は1ヶ月ほどの予定(本人は4/30(日)の退院希望)

【入院に至った経過】　　

　当院7回の入院歴あり（最終入院日H28.10.27～H28.11.25）当院退院後は通院（1回/2週）カウンセリング・服薬継続していた。平成29年1月頃より気分の落ち込みが持続しており、昼夜逆転や一時的に気分高揚時には飲酒、浪費し単身生活を継続していた。3/30定期受診時にはうつ状態が持続していること、生活リズムの乱れなどがあり、本人より入院の希望があり、本日任意入院となる。

